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1パキスタン政府による再建のための予算の目途が立たない学校のこと 
2 GGPS=Government Girls Primary School（公立女子小学校）、GPS=Government Primary School(公立男子小学校)、 

GMS＝Government Middle School (公立男子中学校）、GHS=Government High School(公立男子高校） 
3 修繕を加えることで半恒久的に使用する 

２．事業の概要と成果 

（１）上位目標の達成度 本事業の上位目標としては、「マンセラ郡において、教育環境整備・向上を

通じ基礎教育を強化する」を設定した。計画通り、10 校の校舎を再建すると

同時に、教師、PTC(日本の PTA に相当)及び生徒会メンバー（計 181 名）に

対して研修を実施し、その能力と意識の向上を図った。また、年 4回のニュ

ースレター発行・配布を通じ、教育に関するニーズや課題を共有する機会を

提供、地域間の連携を促進した。これらにより、ソフト面・ハード面の両面

から教育環境を整備・向上させ、同郡における学校教育を包括的に強化でき

たことから、上位目標は達成できたと言える。 

（２）事業内容 

 

（イ）学校校舎の再建 

本事業では、パキスタン国ハイバル・パフトゥーンハー州マンセラ郡の 8つ

の村において、2005 年の震災で倒壊した公立学校のうち、Non-strategy1校

とされる学校の中から、計 10 校を再建した。 

【再建校】 

女子学校 4 校（GGPS2 Susal Jhangar、GGPS Nizam Dana、GGPS Kehnian、

GGPS Chanai Haryala） 

男子学校 6校（GPS Jandri Hotar、GPS Munawal、GMS Bai Payeen、GMS Lammi 

Battal、GMS Shanai Bala、GHS Dilbori) 

 

建設にあたっては、郡政府公認機関であるペシャワル工科大学により示さ

れた基準に則り設計図を作成し、マンセラ郡の政府機関 Communication and 

Works Department に承認を受けた。建築仕様としては、鉄筋コンクリート、

スチールメッシュ耐震補強構造となっている。耐久年数は約 60 年程度3で、

優れた耐震性も実現している。校舎には、校門、標識、トイレ、水タンク、

浄水層、擁護壁、花壇を整備した他、教育局の基準に則った規格の教師及び

生徒用の机と椅子、資料棚等を各学校に整備した。また、支援対象とした 10

校には学用品 900 セットも合わせて支給した。校舎及び学校資機材、家具に

ついては、順次完成した学校から、マンセラ郡教育局に管理が譲渡され、政

府の責任において管理運営されている。これら移譲に際しては、譲渡式を開

催し、郡政府と書面にて確認を行った。なお、校舎を含め、こうした支援物

資が大切に使用され、学校設備が適切に管理されていくよう整備の仕方など

を示した 9 種類の啓発ポスターを作成し、各学校に掲示した。（ポスター内

容詳細：添付 1参照、ポスター：添付 2参照） 

 

（ロ）教師及び保護者・父兄を対象としたセミナーの開催、生徒会の組織 

  化 

再建した校舎において、質の高い教育を提供できるよう、支援対象校の教師、

PTC 及び生徒会に対して、以下の日程で研修を実施した。 

教師研修：2日間×1回（10 月 6～7 日）、参加者数計 32名 

PTC 研修：2日間×2か所（10 月 4～5日、10月 9～10 日）、 

1 日間×1か所（11 月 12 日）、参加者数計 61名 

生徒会研修：1日×8ヶ所、（7月 3日、11 日、8月 29 日、30 日、 
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4 水源がある場合は井戸の整備を行った 

11 月 15 日、21日、28日、12 月 12 日）、参加者数計 88名 

研修では、近代的教授法の習得、教師の意識改革や、PTC の果たすべき役

割の認識を取り上げた。また、生徒会を組織化し、生徒の主体性の向上を目

的とし、学校における生徒会の役割について生徒参加型のトレーニングを実

施した。(研修内容詳細：添付 1参照) 

 

（ハ）ニュースレター発行を通じた地域の情報共有・ネットワーク強化 

再建した学校のある地域の住民にインタビューし、各学区の抱える教育に関

するニーズやその他情報を収集し、ニュースレターを 4回、発行した。ニュ

ースレターは、地域、政府担当官などに配布し、各学区における課題やニー

ズの共有を図り、地域全体における教育への関心を高めた。(配布先：添付 1

参照、ニュースレター：添付 3参照)  

（３）達成された効果 

   

 

期待される効果として、（ア）校舎再建を通じた基礎教育の提供（イ）公的

教育制度における教育環境の整備（ウ）教師及び地域社会における意識啓発

と能力向上及びネットワーク強化を設定した。 

 

（イ） 校舎再建を通じた基礎教育の提供 

2005年の震災で倒壊したままとなっていた学校のうち10校の校舎を再建し、

青空教室や、破損したテントでの就学を余儀なくされていた 5～14 歳の生徒

1008 名（男子 685 名、女子 323 名）が、耐震性に優れた校舎において基礎教

育を享受できるようになった。 

事業対象地では、地震以降 6年間も屋外での授業が続いたため、生徒らの

中退が増えていたが、新しく校舎が建設されたことにより、屋外での青空教

室ではなく、設備の整った屋内での学習が可能となり、より多くの生徒が基

礎教育へアクセスすることができるようになった。 

 

再建前と再建後の生徒数 （2013 年 5 月時点） 

学校名 
生徒数 

増加数 
再建前 再建後 

GGPS Susal Jhangar 52 109 57 

GGPS Nizam Dana 68 78 10 

GGPS Kehnian 60 70 10 

GGPS Chanai Haryala 63 66 3 

GPS Jandri Hotar 97 105 8 

GPS Munawal 70 81 11 

GMS Bai Payeen 70 90 20 

GMS Lammi Battal 70 77 7 

GMS Shanai Bala 60 69 9 

GHS Dilbori 252 263 11 

合計 862 1008 146 

 

（ロ）公的教育制度における教育環境の整備 

再建した校舎には、校門、標識、トイレ、水タンク（もしくは井戸）4、浄水

層、擁護壁、花壇、啓発ポスターを整備したしたほか、教師及び生徒用の机
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5 パキスタンでは、前近代的な一方通行の威圧的な教授方法がドロップアウトの原因になっていることが指摘されている 

と椅子、資料棚等を整備した。これにより、より整った環境で生徒が学習で

きるようになった。特に、トイレや水タンク、井戸等の水回りを整備したこ

とで、安全な水へのアクセスを確保し、衛生面の整備につながったことから、

様々な関連疾病の恐れが軽減された。擁壁やトイレがないことが女子生徒の

中退の原因の一つとなっていたため、これら施設を整えたことで、女子生徒

の復学につなげることができた。加えて、停電の多いパキスタンで、停電時

にも外からの光を多く取り込めるよう、大きめの窓枠のサイズを採用した。

空調設備の無いなかで、窓を開けての授業をしても、蚊など伝染病の媒体と

なる虫が入らないよう、窓には網戸を張った。これらの配慮により、安全で

より勉学に集中できる環境整備を行うことができた。 

また、10 校に対して計 900 セットの学用品（約 1年間分）を支給し、文房具

を購入する余裕のない貧困層の家庭の生徒らにも継続して学習できる環境

を整えることができた。 

 

（ハ）教師及び地域社会における意識啓発と能力向上及びネットワーク強化 
再建校の教師（32 名）・PTC（61 名）及び生徒会（88 名）へ、教育に関して

の意識の向上や、教授法などの研修を実施した。研修を通じて、PTC、教師、

生徒会の意識とスキルが向上され、学校に関わるもの全員で、より良い教育

環境を整備してゆこうという共通の目標を確認することができた。 

教師研修では、一方向的な教育法ではなく、生徒との相互交流に重きを置いた

最新の教育方法が紹介された5。教師は教育方法が日々進化していることに気づ

き、積極的に教育方法の向上に努めるべきであるという意識が醸成された。 

PTC 研修では、これまで形骸化していた各学校の PTC 活動を再活性化する

ことができた。研修により、保護者らが学校における PTC メンバーとしての

自身の役割を自覚したとともに、学校運営にかかる PTC の重要性について認

識することができた。研修後、PTC は定期的に会合を開くようになり、学校

運営について、必要な介入を行える体制が築かれている。 

生徒会研修では、教育の権利や、生徒会の役割などに関して、ディスカッ

ション、ゲーム、ロールプレイを行い、生徒の能力と意識の向上を図った。

研修に参加した生徒からは、「生徒会の役割や責任について知ることができ

た」、「今後は教師の補助役となって、学校の美化にも努める」等のフィード

バックを得ている。 

加えて、ニュースレターを発行・回覧することで、マンセラ郡の各学区に

おける教育分野の情報の共有を図り、お互いの経験から学び、地域の一体感

を促進することができた。 

 

なお、（イ）～（ハ）の活動を通じた直接裨益者は 5～14 歳の生徒 1,008 名

（男子 685 名、女子 323 名）、再建校の教師（32名）・PTC（61 名）及び生徒

会（88 名）、間接裨益者は約 209,000 名である。 

（４）持続発展性 ・再建した学校はすべて公立学校であり、校舎が不在の間も授業は続けられ

てきた。政府予算での校舎再建こそ資金の目途が立たないが、教師の給料や

その他運営費などは、政府の予算が振り分けられている。よって、本事業で

移譲した学校についても、政府により学校の管理運営がなされてゆく。 

・本事業で実施した研修により、PTC、教師、生徒の意識が向上したことで、

各校において、コミュニティーと共により良い教育環境を創造していく体制

が確立された。特に PTC は、本事業を通じ、本来政府から与えられていた役
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完了報告書記載日：2013 年 5 月 30 日 

団体代表者名：寺田 朗子 

【添付書類】 

① 事業内容、事業の効果に関する写真 

② 日本 NGO 連携無償資金収支表（様式 4－a） 

③ 日本NGO連携無償資金使用明細書（様式3-a） 

④ 外部監査報告書 

⑤ 添付 1：ポスター種類、研修内容、ニュース

レター配布先 

⑥ 添付 2：ポスター 

⑦ 添付 3：ニュースレター 

 

割を自覚したことで、今まで果たしてこなかった本来の役割を務め、地域の

保護者代表として学校運営に積極的に関与していく体制を構築できた。 

３．事業管理体制、その他 

 

本部： 

計 4名がプロジェクトに従事した。事業統括が本事業全体の管理、方針決定、事業管理全般に関す

る意思決定を行った。事業担当 1名は現地提携団体との連絡調整、進捗状況の確認を行った。会計担

当 1名は事業予算管理、送金に関する連絡調整を現地と行い、現地会計担当者に適宜、助言、指導を

行った。本部事業補佐は現地から届く各種書類の整理、会計作業の補助等、各担当者の補助業務に従

事した。 

現地： 

安全上の理由から日本人スタッフは駐在せず現地スタッフのみで事業を運営した。現地の体制とし

て、現地事業統括 1名、現地事業管理担当 1名、会計担当 1名、建設監督 1名、同補佐 3名、建設モ

ニタリング評価担当 1名、ネットワーク担当 1名、研修担当 1名、庶務 2名の計 12名が現地の事業

運営に従事した。建設監督担当と同補佐が分担して 10 か所の建設現場にはりつき、建設業者の監督

を行うことで、設計仕様通りの建設を確かにした。また監督とは別に建設モニタリング評価担当者が

現場の状況を適宜モニタリング・評価することで、事業の進捗を確認し、スケジュール通りに建設が

進むように留意した。ネットワーク担当は、地域を定期的に巡回し、各地域の意思の確認や事業説明

を行い、合わせてニュースレター作成を担当し、コミュニティー間の情報の共有と連携の促進に従事

した。 

 

本事業は日本からの遠隔管理を行ったことから、現地の事業運営統括と東京本部の事業担当が、メー

ルベースで日々進捗や情報共有をおこない、問題点や意思決定を行うことで、問題を未然に防ぎ、時

機にかなった判断を下すようにした。その他、現地から毎週レポートと写真を提出してもらい、進捗

の報告を受ける体制をとった。なお、今期はパキスタンの治安悪化のため、東京本部から事業地マン

セラ郡へのモニタリングを目的とした出張は 1回のみとなった（2012 年 6 月）。他、2回の出張は、

第三国（タイ・バンコク）に現地事業統括 1名を招き、進捗状況の確認、課題の共有、今後の計画に

ついて協議を持った（2012 年 10 月、2013 年 2月）。 

（１）特記事項  近年パキスタンの治安は悪化しており、安全には十分留意して活動を実施し

た。上述のとおり、今期では第三国にて現地事業統括と本部スタッフとの協

議の場を持つなど、安全を最優先に事業を進めた。 

 本事業で再建した学校のうち、再建された学校のニュースを聞きつけ、教室

の収容人数を上回る生徒が登校している学校も出ている（GGPS Susal 

Jhangar 校）。同校では、シフト制を取り入れ、希望者すべてが学習できるよ

う対応している。 
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